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㎜Hg、呼吸数 70回/分、体温 37.2℃、SpO2 94%で、眠っているようでした。
医師　「出生後しばらくは赤ちゃんにとって不安定な時期なので、心不全、出血、感染症などのリスクがあり
ます。今のところ、重篤な合併症はなさそうです。」
美穂さんは、思っていたよりも赤ちゃんが元気でほっとしましたが、重篤な合併症が起きてしまったら将来ど
うなってしまうのか不安になりました。
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出生後翌々日（日齢2）に美穂さんが面会に行ったとき、赤ちゃんは青い光を浴びていました。
医師　「皮膚の黄色味が強くなったので治療を始めています。心不全の原因となる血管は自然に閉じてきまし
たので、薬による治療は行わず経過を見ています。全身状態が安定しているので、母乳を始めましょう。」
美穂さんは色々な治療を受けている赤ちゃんの姿を見て申し訳ない気持ちになりましたが、母乳の話を聞いて
嬉しくなりました。
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幸い、入院経過中に赤ちゃんに重篤な合併症はありませんでした。
美穂さんの赤ちゃんは圭ちゃんと名付けられ、予定日に体重2360gで退院となりました。
美穂さん　「退院は嬉しいけど、圭ちゃんは幼稚園に行ったり、普通の学校に行けるのかしら？」
普段夫は不在で、上の子もいるため、退院後は祖母の助けを借りながら実家で育児を行うことにしました。圭
ちゃんに重篤な合併症はありませんでしたが、将来の成長発達が少し心配です。
